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目的

• 岡山188 cm望遠鏡または京大-岡山3.8 m望

遠鏡で、面分光装置を用いて即時可視光分
光データを取得

• ターゲット

–位置決定精度10”-20”のshort GRB

–重力波源天体の可視光対応天体
– 超新星爆発と銀河の観測も？



面分光とは？
光ファイバーを用いた例

2次元ファイバーアレイ
(+マイクロレンズアレイ)

1次元ファイバーアレイ
(+ マイクロレンズアレイ)

像分割

分光器へ
望遠鏡
からの光

焦点面



KOOLS-IFU@OAO 188 cm望遠鏡

ファイバー
バンドル

可視光分光器 KOOLS



(Kann et al.  2011)

GRBライトカーブ

1 時間

• 灰線: long-GRB
• 黒線: short-GRB 

(重力波源候補)

• すぐに暗くなる

 即時分光観測が
必要

 自動ToOアラート

発信システムの
構築

発生からの時間

明
る
さ

1 日



自動ToOアラートシステム (short-GRB)

GRBアラート受信
• GRB発生から数分で
数秒角の位置精度

GRBの観測可能性を計算
• short GRBの可能
性が高いか？

• 観測所は夜か？

ToO発令！ 発令せず

Swift GCN (The Gamma-ray Coordinates Network)

KOOLS-IFU用PC



ToO発令
望遠鏡制御画面にToOアラート
メッセージを表示

ToOアラート発令！

観測手順は以下
ページにて
( http://..... )



short-GRBのToO分光観測

• GRB 160303A
• 発生後約1時間後から計50分観測したが、
未検出

• 他望遠鏡によると、発生後1.8—90分後の観
測でr’ = 22.95 mag (GCN Circular 19131)

観測所時間。アラート予告のみ。VLT分光 低S/N

• GRB 160601A
• ToOアラートを発令し、その日の観測者に観
測作業を始めてもらったが、KOOLS GUIが立
ち上がっておらず、観測開始できなかった



HIDES-Fキュー観測システム (by 前原氏)



精密配列2次元ファイバーアレイ

• 2次元MLAと組み合わ
せて、2次元ファイバー
アレイ側のfilling factor
をほぼ100%にしたい

• ファイバー位置が
正確な2次元ファイ
バーアレイを作れる？
(最終目標: ずれ10 mm
以下) KOOLS-IFUの2次元

ファイバーアレイ端末



2次元ファイバーアレイ試作品

2次元ファイバーアレイ

• 11 x 11ファイバー
• 100 mmコア、300 mm
ピッチ

• 正方格子
• 目標位置誤差: 10 mm

(by 三菱電線工業)



2次元ファイバーアレイ端面



ファイバー位置ずれ量

• 位置ずれ量を
30倍強調して
表示

• 1目盛りで10 
mm (緑矢印)

• 全ファイバー
が目標誤差内

• 最大位置ずれ
が5.35 mm



まとめ

•突発天体のToO分光観測のためのファイバー型
面分光装置KOOLS-IFUを開発

•自動ToO観測に向けた開発を進行中
•自動ToOアラート発令システムを開発し、ToO
観測を2回実施

• ファイバー位置が正確な (誤差~5 mm)、2次元
ファイバーアレイができた
•将来の2次元側にMLAの付いたファイバー面
分光装置に利用可能


